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ナミテントウにおける形質転換体作出法

およびRNAi法の確立
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昆虫の麹の紋様は、極めて多様性に富んでいる。なかでもナミテントウHarmoniaaxyridisは、同種でありなが

ら麹に多様な斑紋をもっ。遺伝学的交配実験により、斑紋の遺伝様式は古くから明らかにされているが、斑紋形

成の分子機構はまったく不明である。

斑紋形成の分子機構を解明するためには、それに関わる遺伝子を同定し機能を明らかにすることが必要とな

る。遺伝子の機能を直接証明するためには、 loss-of-function変異体およびgain-of-function変異体による解析が不

可欠である O これらの変異体作出には、外来遺伝子をゲノムに組み込んだ、形質転換体および遺伝子機能阻害に有

効な RNAinterference (RNAi)法の利用が最も有効な方法と考えられる。

本研究では、トランスボゾンの一種であるPiggyBacを用い、形質転換マーカーとして GFPを発現する形質転換

ナミテントウを作出した。つぎに、この形質転換体を利用し、訪の三本鎖RNAをGFP発現形質転換ナミテント

ウ匪に導入することにより、ナミテントウにおける駐仏i法の有効性を証明した。今後はこれらの成果を基盤と

して、さまざまな遺伝子機能解析系をナミテントウにおいて確立することを目指す。
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